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今年5月に起こった小中学校の救急搬送について
（水分・塩分補給の側面より）

• 町田第二中学校

• 南成瀬中学校

• 南中学校

• 七国山小学校

• 南つくしの小学校

持参OKなもの→水・お茶・スポーツドリンク
タブレットはNG

持参OKなもの→水・お茶
スポーツドリンクNG



WBGTを確認せずに体育祭練習を行い救急搬送…。

２３日に市内小学校で救急搬送があり
その日のうちに各学校へ注意喚起の通知を発出。

27日、WBGTを確認せずに体育祭練習を行い
複数名が救急搬送。（この日東京都心では32.4度を記録）

しかし

WBGTを確認しなかっ
たのはなぜか

誰がWBGTを確認するか決まっていなかった為

再発防止に
あたり、ココ
が最も重要



②WBGT測定記録表の保管

そこで提案

確実に測定されるよう、事故の無い平常時でも、測定されていなかった場合には後から気が付くことができるよう
にすべき。記録表を作成するよう全学校に指導し、その記録表を一定期間保管する等の取り組みが必要ではない
か。

①WBGT測定担当者の取りまとめ

“体育授業の時には担任が測定。学年単位の活動では学年主任が測定。全校単位の活動では副校長が測定。”
と言うように、さまざまな状況下において誰が測定を担当するのか、すべての学校に決めてもらい、教育委員会で
その情報を取りまとめる。



女子だとスポーツブラジャーもしくはブラジャーの上に透け防止
でさらに下着を重ね、その上に白Tシャツを着用する事になる。
（しかも、複数の学校では下着も白限定としている。透けやすい
色である白い下着であれば、スポーツブラジャーやブラジャーの
上にもう一枚着用しないわけにはいかない）

体操服については熱中症対策が無くて良いのか？

町田市の小中学校の体操服の状況
中学校→全20校が白色で学校指定品
小学校→全42校が白色で体操着のメーカーや形状等の指
定は無し。

白いTシャツでは重ね着が必要な場合も

教育委員会自ら薄着
を呼び掛けておきなが
ら、薄着しにくい環境
を放置しているのはお
かしいのでは？

2007年に市内中学校で熱中症
による死亡事故が発生。この
事故をきっかけに作成した「中
学校部活動を安全に行うため
に」と言う冊子では、“薄着ルッ
クでさわやかに”と呼び掛けて
いるが…。



「中学校部活動を安全に行うために」
は、今も活用されているのか。

• ２００７年に市内中学校で発生した熱中症による死亡事故

をきっかけとして設置した、町田市中学校運動部活動事故

再発防止検討委員会の助言から作成。

• 保護者や地域の皆様、あるいは生徒に直接配布するなど

して活用できるよう意図した内容であると書かれている。

• 作成の意図を踏まえると、少なくとも新しく部活動指導員に

なられた方々にはもれなく配布すべきと考えるができてい

るのか。

• なぜHPで公開しないのか。

教育委員会から学校長への通知にも、今でも「中学校運動
部活動を安全に行うために」を参考にするようにとしている。

本当に現場では参考にできているのか。



何が原因で熱中症になったのか？

• 救急搬送された児童生徒２０名の症状は？

• 朝食の有無は？

• 水分補給の頻度は？

• WBGTは？

• 活動時間と休憩頻度は？

今後リスク因子を減らす努力をする
ためには、この５点については最低
でも調査が必要ではないか。


